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Abstract
“Active learning” increasingly has been adopted as a teaching method in not only
universities but also senior and junior high schools and primary schools. In active
learning, rather than teachers giving one-way lectures, students learn actively in class.
Classrooms equipped with IT equipment such as electronic whiteboards, personal
computers and iPads have come to be seen as ideal environments for “active learning” in
recent years. Although the termmay be new, classes where students learn actively have
been around for quite some time. Scenes where students actively and cheerfully take
part in classes are found in several outstanding stories written for children (during the
beginning of 20th century). Lively children are portrayedin such moving detail that
they appear to come to life on the page, readers left with no choice but to feel close to
them. In this paper, I explore stories that describe lively classrooms, devoted and
unique teachers, and energetic children. I consider the teaching methods described from
alternative points of view, that is, from the perspectives of teachers and learners. My
analysis explores “active learning” from its early stages.
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目を浴びている。「アクティブラーニングとは、『能動的な学習』のことで、授業者が一方的に知
識伝達をする講義スタイルではなく、課題研究や PBL、ディスカッション、プレゼンテーショ
ンなど学生の能動的な学習を取り込んだ授業を総称する用語」1である。「よって、アクティブラ
ーニングが示す授業の形態や内容は非常に広く、その目的も大学や学部・学科によってさまざま」2
である。つまり学生・生徒が自ら参加する（一方的に聴く側にあるのではなく、考えや意見をの
べ、討論し、発表する…）授業形態であると定義づけられている。一方、実際にはアクティブラ
ーニングは以前から存在したという声もよく聞く。「言葉としてのアクティブラーニングは、説
明概念としては新しいものかもしれないが、教育方法そのものは古くから大学教育の中に一部で
は組み入れられてきたもの」3だと認められている。つまりアクティブラーニングであることを
認識せずに能動的な教育がかなり以前からなされていたのである。現在では、パソコンや電子黒
板など IT機材を使う授業が「アクティブラーニング」だと主張する人が多い一方で、機材に頼
るばかりが「アクティブラーニング」ではないという意見も多く述べられている。振りかえって
みると、我々も中学校・高校で生徒参加型あるいは生徒主体形式の授業があったことを思い出す。
規制の厳しい公立学校や受験校では実施が難しかったかもしれないが、比較的のんびりとした中
高一貫教育校では、生徒たちの考えを全面に出す授業が確かにとりくまれていた。教師も生徒も
アクティブラーニングという自覚も認識もなかったが、今から思えばアクティブラーニングの原
点であったのではないだろうか。それをさらに突き進めて考えてみると、もっと昔の学校教育に
もアクティブラーニングの兆しがあったと思われる。実際、子供の学校シーンを描いた名作と称
される20世紀初頭の児童文学作品の中には、まさに能動的、つまり身体も頭もつかって子供が
授業に積極的に参加することで知識を身に着けていく場面が多々あることに気づく。本稿では、
そのような教育現場を描いた児童文学作品をいくつかとりあげ、教師と生徒の両面の立場からそ
の教授法を分析し、元祖アクティブラーニングともいうべき教育を考察する。
1．個性豊かな教師と子どもたち
L. M. モンゴメリー（Lucy Maud Montgomery 1874-1942）の自伝的小説とも言える Emily of
New Moon（1923）では全くタイプの違う2人の小学校教師が登場する。2人は人柄も境遇も考
え方も異なるが、何より大きな違いは教授法である。主人公のエミリー（Emily）が最初に出会
う教師であるブラウネル先生（Miss Brownell）は今から100年ほど前の社会ではすぐれた教師
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であるという評価を受けている。
Miss Brownell had the reputation in Blair Water of being a fine
teacher―due mainly to the fact that she was a strict disciplinarian and
kept excellent “order.” 4
当時（19世紀末から20世紀初頭）5の世間の眼からみれば彼女の授業は平均的なものだが、幼い
生徒にとっては限られた範囲の知識を高圧的に押し付けられる一方的なものであった。それだけ
ならごく普通のどこにでもいる教師だが、彼女の外見が本性―人間としてマイナスな面―を暗示
している。
She was a thin middle-aged person with a colourless face, prominent teeth,
most of which she showed when she laughed, and cold, watchful, grey
eyes . . . . (NM p.69.)
当時の学校は、人数的にも地域的にもごく限られた社会である。その閉鎖的な環境のせいなのか、
もともと根性が曲がっているからなのか、ブラウネル先生は人格的に問題のある教師として描か
れている。自分にとって不愉快なことはささいなことでも大きな罰とみなし、大人である自分は
子どもである生徒より絶対的に上にある存在で、自分が子どもに対してとる行動はすべて正しい
と信じていた。一般的に子どもが大人に逆らうことを許されない時代であったが、主人公のエミ
リーはその繊細で鋭い神経から教師に疑問を抱く。
. . . , for she had one of those petty natures which never forget or forgive
any offence. Emily, on her first day in school, had, so Miss Brownell
believed, been guilty of impertinence and defiance―and successful
defiance at that. (NM p.143.)
生徒が一度でも生意気な言動をとると、いつまでも根に持ち、皮肉を浴びせ続ける。エミリーは
まさにその生徒にあてはまるため、何をしても評価されない。一方自分に従順な生徒は叱ること
をせず、小さなことでもほめちぎる。今でいえば問題行動だが、ブラウネル先生には全く罪の意
識がなく、少々行き過ぎだと思われることを平気でやってのける。
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Miss Brownell looked pleased and expectant. It would be very
satisfying to see this child who had defied her kneeling before her as a
penitent. (NM p.152.)
上記の根性の悪さは人として許されるべきではない。ブラウネル先生は教師である前に人として
失格である。しかし、ブラウネルの教授法が悪いともまずいともされないのが当時の社会の実情
である。彼女のような教師にアクティブラーニングができないことは明白である。生徒を従わせ
るためには手段を選ばず、自分を満足させる為（生徒を征服させたいという独裁者のよう欲望）
なら、どんなに子どもを苦しめても平気でいられる無神経さは、能動的な学習を求めるアクティ
ブラーニングを受け入れることを不可能にさせている。教師が学内で絶対権力をもっていた時代
はブラウネル先生と同様のタイプが大勢いたことだろう。
エミリーにとって天敵のようなブラウネル先生が結婚退職した後に登場するカーペンター先生
はあまりに個性的な人物だった。良くも悪くも従来の教授法に慣れていた生徒たちにとっては簡
単には受け入れられない大きな変化だった。エミリー自身、カーペンター先生を好きになるかど
うかを決めるのに数週間かかった。しかし、いつの間にか―自分たち自身が気づく前に―生徒た
ちはカーペンター先生に惹かれていった。
It took Emily several weeks to make up her mind whether she liked Mr.
Carpenter or not. She knew she did not dislike him, not even though his
first greeting, . . . .
But he upset every kind of school tradition so speedily and thoroughly
that Isle, who gloried in upsetting things and hated routine, was the only
scholar who liked him from the start. Some never liked him . . . but most
of them came to it after they got used to never being used to anything.
And Emily finally decided that she liked him tremendously. (NM p.258.)
カーペンター先生の授業は当時の常識から大きく外れたものだった。これまでの型にはまった授
業に慣れ切っていた生徒たちは「まるで逆立ちさせられたような感じだった」。その授業風景を
取り上げてみよう。まずは型破りな歴史の授業である。
His methods of teaching were so different from Miss Brownell’s that the
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Blair Water pupils at first felt as if he had stood them on their heads.
Miss Brownell had been a martinet for order. Mr. Carpenter never tried
to keep order apparently. But somehow he kept the children so busy that
they had no time to do mischief. He taught history tempestuously for a
month, making his pupils play the different characters and enact the
incidents. He never bothered anyone to learn dates―but the dates stuck
in the memory just the same. If, as Mary Queen of Scots, you were
beheaded by the school axe, kneeling blindfolded at the doorstep, with
Perry Miller, wearing a mask made out of a piece of Aunt Laura’s old
black silk, for executioner, wondering what would happen if he brought
the axe down too hard, you did not forget the year it happened; and if you
fought the battle of Waterloo all over the school playground, and heard
Teddy Kent shouting, “Up Guards and at ’em,” as he led the last furious
charge you remembered 1815 without half trying to. (NMpp.259-60.)
子どもたちは自ら歴史的人物を演じることで歴史の授業に積極的に参加し、その内容を全身で受
け止め、吸収している。こうしたユニークな歴史の授業に引き続き、地理の授業も同様に行われ
る。
Next month history would be thrust aside altogether and geography
would take its place, when school and playground were mapped out into
countries and you dressed up as the animals inhabiting them or traded in
various commodities over their rivers and cities. When Rhoda Stuart
had cheated you in a bargain in hides, you remembered that she had
brought the cargo from the Argentine Republic, and when Perry Miller
would not drink any water for a whole hot summer day because he was
crossing the Arabian Desert with a caravan of camels and could not find
an oasis and then drank so much that he took terrible cramps and Aunt
Laura had to be up all night with him―you did not forget where the said
desert was. (NM p.260.)
歴史ばかり、地理ばかり続けるという授業のやり方は現代では実行不可能だが、教育方法として
はこれ以上生徒にインパクトを与えるものはないであろう。もし、生徒が嫌々参加していたり、
一方的に知識を詰め込まれていたら、何も学ばずに一ヵ月過ぎていたことだろう。けれども、教
師が「生徒たちをいつも忙しくさせていたので、生徒たちはいたずらをする暇などなかった」と
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いう状況は、生徒がそれだけ授業に集中していたことを示している。言い換えれば、受け身では
ない能動的授業であることを証明している。そして語学の授業もまた同様に行われている。
If you wanted to learn Latin and French you had to do it by talking your
exercise, not writing them, and on Friday afternoons all lessons were put
aside and Mr. Carpenter made the children recite poems, make speeches, and
declaim passages from Shakespeare and the Bible. (NM p.260.)
この授業の進め方は現代の語学の授業にも十分適応できるものだ。おそらくカーペンター先生の
生徒たちは喜々として暗唱やスピーチをしたに違いない。歴史にしろ、地理にしろ、語学にしろ、
カーペンター先生の授業はまさに「学習者中心の教育」である。つまりアクティブラーニングが
求める「教員が何を教えたか」ではなく「学生が何ができるようになったか」を基準とした教育6
そのものであると言えよう。エミリーたち生徒は学習しながら、いつのまにか必要な知識を身に
着けてしまっているのである。生徒が自主的且つ能動的に授業に参加し、クラス全体で共同学習
を行っているという点から、まさに現代求められているアクティラーニングの授業形態の先取り
であると断言できる。
さらにカーペンター先生の優れている点は、才能ある生徒の力を見つけ、引き出し、伸ばす努
力をすることにある。
One day Mr. Carpenter had picked up Teddy’s slate and found a sketch of
himself on it, . . . .
“I don’t know anything about drawing―I can’t help you, but, by gad, I
think hereafter you’d better give up those extra arithmetic problems in
the afternoon and draw pictures.” (NM pp.260-61.)
Neither could she(i.e., Emily) understand why he (i.e., Mr. Carpenter)
made red pencil corrections all over her compositions and rated her for
split infinitives and too lavish adjectives, and strode up and down the
aisle and hurled objurgations at her because she didn’t know “a good place
to stop when she saw it, by gad,” . . . . (NM p.262.)
テディには絵の才能、ペリーにはスピーチの力、イルゼには暗唱力、エミリーには文才があるこ
とをいち早く見つけ、認めている。上記の引用にあるように、能力がある生徒には厳しく対応し、
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そうでない生徒には甘く接しているのは、彼らの力を伸ばすことに他ならない。そのようなカー
ペンター先生に対して力のある子どもたちは多少反発しながらも、その教えを受け入れ、自分の
やりたい方向に突き進んでいく。自分の能力を認められた生徒は自分の好きな勉強にさらに積極
的に没頭する。前向きに努力する生徒を叱咤激励し、もっと先へ進めるようにしてやるのは教師
の役目である。授業内外で必死に教師について行こうとしている生徒の姿を見ていると、カーペ
ンター先生の授業は究極のアクティブラーニングではないかと思われる。また、画一的でなく、
一人一人の個性を引き延ばす指導はアクティブラーニング以上に教授法として価値あるものだと
言えるだろう。そのような教師に対しては、最初は反発したり、戸惑いをみせていた生徒も次第
に尊敬と愛情を抱くようになる。“Yet, in spite of it all, she liked him more and more as time
went on,”(NM p.262)とあるように、エミリーもカーペンター先生をどんどん好きになっていく。
このように時代を先取りしたかのようにも思える教授法をなぜカーペンター先生は行うことが
できたのだろうか。おそらく保護者からも相当な反発があったはずである。“The trustees were
quite scandalized over some of the goings on, and felt sure that the children were having too
good a time to be really learning anything.”(NM.p.260.) とあるように、評議員たちも憤慨と心
配と不安を抱いている。それにもかかわらず、カーペンター先生は自分の信念を貫き、生徒の絶
大な信頼を勝ち得る。それは皮肉にも彼のゆがんだ人生と深くかかわっているのかもしれない。
地域の噂によれば、カーペンター先生は学生時代は首席で教授たちに将来を嘱望されていたのに、
酒と道楽遊びに溺れ、身を持ち崩してしまったのだという。そして45歳となった今、片田舎の
教師として安月給に甘んじることになったという。彼は教え方だけでなく、外見や身だしなみも
ブラウネル先生と全く違う。
Mr. Carpenter was somewhere between forty and fifty―a tall man, with
an upstanding shock of bushy, grey hair, bristling grey moustache and
eyebrows, a truculent beard, bright blue eyes out of which all his wild life
had not yet burned the fire, and a long, lean, greyish face, deeply lined.
(NM p.258.)
「くしゃくしゃして」「もじゃもじゃして」いるのは髪の毛や髭だけでなく、彼の人生もである。
そして「まっすぐでかたい」のはその人柄を表しているのではないだろか。「目が明るい」のは、
苦難の人生を歩んでいても、決してすさんではいない彼の心ではないだろうか。ゆがんだ人生を
歩んできた割には、心の中には真っ直ぐで純粋なものが残っているのではないかと推察する。
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He had an explosive temper which generally burst into flame at least
once a day, and then he would storm about wildly for a few minutes,
tugging at his beard, imploring Heaven to grant him patience, abusing
everybody in general and the luckless object of his wrath in particular.
But these tempests never lasted long. In a few minutes Mr. Carpenter
would be smiling as graciously as a sun bursting through a storm-cloud on
the very pupil he had been rating. Nobody seemed to cherish any grudge
because of his scoldings. He never said any of the biting things Miss
Brownell was wont to say, which rankled and festered for weeks; his hail
of words fell alike on just and unjust and rolled off harmlessly.
He could take a joke on himself in perfect good-nature. (NM p.259.)
100年も昔に能動的な授業ができたかどうかは、その社会状況だけによるものではない。またア
クティブラーニングのみが良い授業とは言えないが、生徒を惹きつける授業ができる能力の有無
はたとえ時代が変わっても教師側の質に大いにかかわると言えるだろう。どんなにひどい境遇に
あってもカーペンター先生は性根まで腐ってはいない。上記の引用にあるように、短期で怒りっ
ぽいが、悪意や邪心はない。むしろ真っ直ぐな心の持ち主なのである。そのうえ、転落した人生
経験を味わった彼には周囲の批判を恐れることも、社会通念にこだわることもないのだろう。だ
からこそ思い切った教授法で授業ができたのである。その純粋な精神はまだ穢れを知らない子ど
もに通じるものであり、それゆえ、子どもたちの信頼を勝ち取ることがさほど難しくなかったの
であろう。
この作品では、主人公の少女エミリーは学外でも彼女の人生に影響を与える様々な教えを受け
る。教え、すなわち教育は学校がすべてではない。まして、今のように学校教育が全国的に組織
化されていない時代においては、家庭教育や周囲の大人の教えは必要不可欠な教育である。エミ
リーは問題に行き詰ったとき、神父に問い、答えを貰っている。いわゆる問題解決への指導を経
験豊かな大人から受けるのである。教区の神父であるデア神父に日頃抱いていた疑問をぶつける
と、優しく答えてもらい、エミリーは満足感を得る。また、作家志望のエミリーは創作中の物語
のストーリーに行き詰ったときに、宗派の異なるカッシディ神父にそのヒントを貰っている（エ
ミリーが書いていた物語の時代にはまだプロテスタントが存在しなかったためである）。今ほど
教員数の多くない100年ほど前の時代には、教養があり、子どもを指導できる身近な大人として、
神父や牧師は適切で必要な大きな存在だっただろう。どちらの神父にもエミリーは積極的に、勇
気を奮って自分の方から質問している。これも子どもからみれば能動的教育と言えるのではない
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だろうか。
エミリーの成長には自由と規制の学びが深くかかわっていることも見逃せない。エミリーは12
歳ごろ、一時期大叔母の家で過ごすが、そこで放任教育ともいえる自由な時間を満喫する。大叔
母ナンシーはエミリーが家にやってくると次のように宣言する。
“. . . . Well, you can write what you like here―and say what you like―and
do what you like. Nobody will interfere with you or try to bring you up.
I asked you for a visit, not for discipline. (NM p.213.)
エミリーはナンシー大叔母とその同居人であるカロラインの面白い話や聞き苦しい話（ゴシップ）
を聴くことで、これまで知らなかった大人の世界や世間を垣間見ることができた。そして時には
不快な思いを味わう。中には子供の教育上よくない話（スキャンダルや悪口）もあっただろうが、
詳細は理解できなくても内容の良し悪しを判断できたエミリーにとって、自分に害になるのか益
になるのか見極めることは社会勉強になったともいえる。耳にした話を自分の中でどう処理する
かはエミリー自身の裁量による。誰にも何も束縛されない生活を送ること、すなわち自分の言動
に責任をもつことは一種の家庭内アクティブラーニングと言えるのではないだろうか。
自由奔放な生活は短期間しか体験できなかったが、不本意な厳しい規制は長期間にわたって苦
しみながら受けることになる。エミリーが小学校を卒業し、上級学校へ進むとき、育ての親であ
る伯母にこれから3年間、本当でないことは一切書かないと約束させられる。当時、子供が、特
に女性が小説を書くのは不道徳と思われていたため、伯母は進学を条件にエミリーの創作活動に
歯止めをつけようとした。一度は拒絶したエミリーだが、従兄弟ジミーの助言に従い、教育を受
けるチャンスを得るために、不承不承、伯母の条件をのむことにした。そのことを恩師であるカ
ーペンター先生は手放しで喜ぶ。彼によれば、想像力豊かなエミリーが創作活動に必要なのは抑
制と節約であるという。
このように10代の多感な時期に、「自由」と「規制」という相反する二つを身をもって体験す
ることはエミリーに大きな精神的成長を与える。自分にとって困難なことを自らの意志で受容す
ることもまた「能動的な」教育である。
エミリー・シリーズの二番目の作品（Emily Climbs, 1925）と三番目の作品（Emily’s Quest,
1927）は彼女の日記が中心に描かれている。一作目である Emily of New Moonの終わりに、“I
am going to write a diary, that it may be published when I die.”(NM. p.299.) とあるようにエ
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ミリーは日記を書く決心をする。これこそ作家を目指す少女にとって何よりのアクティブラーニ
ングといえるのではないか。なぜなら、作家志望者が自分の心中を洗いざらい掃き出し、それを
書き留め、読み返すことは、自分の文章と行動を反省するという自らが自らに課す最も有効な能
動的学習だからである。
2．青春時代の自主的教育活動
エミリーが進学した学校（現在の高等学校レベル）では、授業の他に生徒の積極的な自主活動
と言える能動的学習が多く見られる。現代でもよく見られる高校新聞と文学クラブはその代表格
である。おそらく作者モンゴメリーの学校時代を重ねているのであろうことは容易に想像できる。
“The Quill is the High School paper, appearing monthly. It is edited by
the members of The Skull and Owl, a ‘literary society’ to which only
Juniors and Seniors are eligible. The contents of The Quill are written by
the students and in theory any student can contribute but in practice
hardly anything is ever accepted from a Prep. 7
学校新聞や文学クラブは授業外だが、学内活動である、つまり学校の管轄下にある。表には出て
こないが、顧問の教師が監督し、活動費用は学校が援助していたはずだからである。これこそ生
徒の自主的な活動であり、同時に学校教育の一環であることは間違いない。そう考えれば広い意
味でアクティブラーニングといえよう。この物語に登場する高校生たち（おそらく作者の高校時
代を再現していると思われる）はかなりアクティブであったようで、学校図書館を援助するため
のコンサートという学校あげての一大イベントが華やかに行われ、乗り込んできたライバル校生
を圧倒させ、町全体を興奮であふれさせた。
The High School concert in aid of the school library was an annual event
Shrewsbury, coming off in early April, before it was necessary to settle
down to hard study for spring examinations. This year it was at first
intended to have the usual programme of music and readings with a short
dialogue. . . . . Then Miss Aylmer suggested cutting out most of the
music and all of the readings and having a short play instead. This
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found favour in the eyes of the students and the change was made
forthwith. . . . . The play created quite a stir in Shrewsbury. Nothing
so ambitious had been undertaken by the High School students before: it
became known that many of the Queen’s Academy students were coming
up from Charlottetown on the evening train to see it. This drove the
performers half wild. The Queen’s students were old hands at putting on
plays. Of course they came to criticize. It became a fixed obsession with
each member of the cast to make the play as good as any of the Queen’s
Academy plays had been, and every nerve was strained to that end. . . . ,
and when the evening of the performance arrived there was burning
excitement in the various homes and boarding-houses of Shrewsbury.
(EC p.125.)
学生・生徒主催の学校行事はたとえ評価につながらなくても、一生の思い出となるイベントであ
り、学校教育の一部でもある。作者の体験を理想化して描いているように思われるが、生徒自身
が望み、積極的に参加している自主活動であることは間違いない。こうした活動は現代の日本で
は、教職員がお膳立てして学生・生徒が行うということが多い。彼らは自分たちの力だけでやっ
ているつもりでいるが、最も面倒な段取りや準備を教職員が陰で支えているということに気づか
ない場合が多い。それは家庭で保護者に自分のするべきことを全部やってもらっていても感謝す
ることもなく、当然と思っている育てられ方によるものであろう。現代の甘やかされた子どもた
ち（もちろんそうでない子どもも大勢いる）と違って、エミリーたち生徒は教師の助言を素直に
受け入れ、全力で行事を作り上げている、これこそ学校あげての全生徒の主体的共同作業であり、
結果として生徒たちが得るものは計り知れない。まさに総合的アクティブラーニングである。ラ
イバル校が闘争心をもって乗り込んでくることから、生徒自身の創造的学習である意識が強く、
その内容が深いことがよくわかる。
学校あげての行事に比べればささやかだが、生徒による自主的なデモンストレーションも忘れ
てはならない。
“We had our Prep. ‘Pow-wow’ last night. It always comes off in May.
We had it in the Assembly room of the school and when we got there we
found we couldn’t light the gas. We didn’t know what was the matter but
suspected the Juniors. . . . . So we had our Pow-wow after all and it was
a brilliant success. We had such fun improvising candle-holders that we
got off to a good start, and somehow the candle-light was so much more
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friendly and inspiring than gas. We all seemed to be able to think of
wittier things to say. Everybody was supposed to make a speech on any
subject he or she wished. Perry made the speech of the evening. He
had prepared a speech on ‘Canadian History’ ― very sensible and, I
suspect, dull; but at the last minute he changed his mind and spoke on
‘candles,’ just making it up as he went along, telling of all the candles he
saw in different lands when he was a little boy sailing with his father. It
was so witty and interesting that we sat enthralled . . . . (EC pp.144-45.)
この会合は現代風に解釈すれば、一種のプレゼンテーションである。しかも生徒のみの自主的な
活動であり、効果をあげている。このように誰もが自由にテーマを選んでスピーチができる活動
を生徒主催で行うことが可能なのは日頃の教育の成果であると言える。また、用意していたスピ
ーチのテーマを間際になって変更したにもかかわらず、仲間を魅了する話ができる生徒（ペリー）
の存在は生きたアクティブラーニングの証である。
学校のイベントは生徒の自主的活動として描かれているが、先にも述べたように、生徒が自由
な発想でのびのびと活動できるように教師がさりげなくサポートしていることを忘れてはならな
い。エミリーの通うシュルーズベリー校では、生徒の学習意欲を高めるための工夫として、学校
側が企業との連携で生徒にアルバイトまたはインターンシップのような活動の機会を与えている
ことも興味深い。
The editor of the Shrewsbury Times was planning a special illustrated
Shrewsbury edition and Emily was going to canvass as much of the
country as she could cover for subscriptions to it. . . . . So, when Emily
pointed out that she could easily earn, during the fall, at least half enough
to pay for her books for the whole year, Elizabeth (i.e., Emily’s aunt)
yielded. (EC p.152.)
エミリーは親友のイルゼと一緒に新聞の地方版の購買予約の勧誘という営業活動を行う。小遣い
稼ぎかアルバイトのように見えるが、孤児であるエミリーの場合は一年分の本代の約半分を稼ぐ
のが目的であるから、一種の産学連携の教育のはしりと言えるのではないだろうか。さらにこの
営業活動は作文の題材探しも兼ねている。というのは、次にあげるように、校長先生が英語のク
ラスに学期内に作文を5，6編提出しなくてはならないと発表したからである。
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Principal Hardy had informed the Junior English class that he would
require several essays from them during the fall term and Emily and Ilse
had decided that one at least of their essays should recount their
experiences in canvassing for subscriptions, from their separate points of
view. (EC p.154)
エミリーとイルゼはそのうちの少なくとも一編は自分たちの予約勧誘の経験談にしようとしてい
た。つまり一石二鳥を狙ったわけである。作文の題材探しは授業にもかかわることであるから、
この勧誘活動もアクティブラーニングの変形ともいえるかもしれない。
ユニークな生徒活動を奨励している校長は生徒の学習意欲（創作意欲）を刺激し、さらにそれ
を高めるイベントを計画実行する。
“There was great excitement to-day in class when Dr. Hardy made a
certain announcement. Kathleen Darcy’s uncle, who is a Professor of
McGill, is visiting here, and he has taken it into his head to offer a prize
for the best poem, written by a pupil of Shrewsbury High School―said
prize being a complete set of Parkman. The poems must be handed in by
the first of November, and are to be ‘not less than twenty lines, and no
more than sixty.’ (EC p.229.)
これは強制ではない、やりたくない生徒はする必要はない。意欲のある生徒だけが参加するもの
である。エミリーをはじめ、やる気満々の生徒が率先して詩を創作し、提出する。賞品が目的で
あったとしても、決して悪いことではない。まさにアクティブでアグレッシブな教育手法ではな
いだろうか。刺激やチャンスの少ない時代であることも理由になるだろうが、学校が仕掛ける参
加型授業であるイベントに必ず積極的に挑んでくる生徒が大勢いることは、学校側、すなわち教
師側にとってもこの上ない喜びだったであろう。
3．「書くこと」の重要性
『「学び」の質を保証するアクティブラーニング』によれば、2010～2012年度において、都内
のある女子大学文学部英文学科における「アクティブラーニング科目の全体設計」の中で、「高
次のアクティブラーニング科目」として「基礎英作文」「英語論文作成法Ⅰ・Ⅱ」が必修科目と
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して設置され8、英作文が重視されていることがよくわかる。同大学日本文学科では「一般的ア
クティブラーニング科目」として「文章表現法Ⅰ・Ⅱ」「創作技法論Ⅰ・Ⅱ」、卒業論文作成の準
備科目として「日本語日本文学予備演習」及び「日本語日本文学演習」が必修またはそれに近い
位置づけで設置されている9。これによって文学作品を読むことと自分の考えを文章で表すこと
に力をいれていることがわかる。また、愛知県のある大学の英文学科では、1年から3年まで「ラ
イティング＆ボキャブラリ（Writing & Vocabulary）」が「一般的アクティブラーニング科目」
として、「ディスカッション＆プレゼンテーション（Discussion & Presentation）」が「高次の
アクティブラーニング科目」として義務付けられ、合わせて週4コマ同時進行することで、相乗
的に英語運用能力を養っている。10 この他にも大阪のいくつかの大学で、一般的及び高次のアク
ティブラーニング科目にライティングやプレゼンテーションが含まれている。11
このように現代の大学教育では、「読むこと」「書くこと」「表現すること」がアクティブラー
ニングとして学生に推奨されている。これはエミリーたちが学んだ100年前に学校や教師が生徒
に望んだことと同じである。前章で述べたように、エミリーの通っていたシュルーズベリー校で
は校長自ら、独創性のある作文や詩の創作を生徒に課している。細かい指導だけでなく、生徒た
ちが率先して学ぶ自主性も重視している。生徒たちが意気込んで作品を書く様子が目に浮かぶ。
テーマに制約もなく、まずはその題材探しからスタートする姿はまさに能動的学習そのものであ
る。
モンゴメリーはアン・シリーズでも作文を重視している。アンは教師一年目に、小学生にプレ
ゼンテーションと作文を奨励している（Anne of Avonlea, 1909）。アンは、教育方法として最も
興味があると同時に最も難しいのは子どもたちの考えをありのままに話させることだと友人に打
ち明けている12。アンの子どもたちへの質問には「一番欲しいものは何か」（“I asked them to tell
me the things they most wanted.” 13）と「これまでやった中の一番のいたずらは何か」（“Another
day I asked them all to tell me the naughtiest thing they had ever done.” 14）というのがある。
平凡な答えをしたり、何も答えない生徒もいたが、中には素直に赤裸々に話す生徒もいた。これ
も一種のプレゼンテーションである。「書く」方では、アンは生徒たちに、「何でも好きなことを
自分宛の手紙に書く」（“I told the fourth class I wanted them to write me letters about
anything they pleased,” 15）ように指示する。すると、人の手紙を写した生徒もいたが、大半は
書く力と想像力を示すさまざまな手紙をアンに送ってよこした。現代とちがって、メールや電話
のない時代であるから、手紙を書くことにさほど抵抗はなく、内申書を気にする必要もないので、
生徒たちがのびのびと書いていることがよくわかる。その自由な発想をアンは笑いながらも、す
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べてを受け止めている。小学生の場合、自分の考えを自由に述べる作文こそが能動的教育である。
Kate Douglas Wiggin (1856-1923) の Rebecca of Sunnybrook Farm (1903) ではアンやエミリ
ー同様、10代の少年少女が学校で意欲的に学ぶ姿が描かれている。この物語にもエミリー・シ
リーズのような、2人の異なったタイプの教師が登場する。決してブラウネル先生のような性格
の悪い教師ではないが、一方的に知識を与える教師と、生徒が自ら学ぶ姿勢を望み、才能を引き
出そうとする教師である。後者にあたるミス・エミリ・マックスウェル（Miss Emily Maxwell）
は独特のやり方で生徒に作文を課す。
Among the teachers at Wareham was one who influenced Rebecca
profoundly, Miss Emily Maxwell, with whom she studied English
literature and composition. Miss Maxwell . . . was the most remarkable
personality in Wareham, and that her few years of teaching happened to
be in Rebecca’s time was the happiest of all chances.16
One day, when the first essay of the class was under discussion, she
asked each new pupil to bring her some composition written during the
year before, that she might judge the work, and know precisely with what
material she had to deal.17
作文が教育で重視されるのは、文章力だけでなく、その内容から生徒の考え方やこれまでの経験
やもっている知識が読み取れるからである。多くを学んだ生徒とそうでない生徒の書く作文はす
ぐに区別がつく。それゆえに、ミス・マックスウェルは作文を書かせることで生徒を知ろうとす
る。これは教師側が自分が学ぶために行う能動的教授法である。“Now for the first composition.
I am going to ask all the new students to write a letter giving some description of the town
and a hint of the school life.” 18と課題を出したマックスウェル先生に対して、生徒であるレベ
ッカ（Rebecca）はさらに能動的学習といえる提案をする。このような行動をとる生徒は物語の
中でもなかなかお目にかかれない。なぜなら、当時の学校では生徒が先生の提案に口を出すなど
考えられないことであり、許されない行為だと認識されていたからである。
‘A letter from Rebecca Randall to her sister Hannah at Sunnybrook
Farm, . . . , is so dull and stupid, if it is a real letter; but if I could make
believe I was a different girl altogether, and write to somebody who would
be sure to understand everything I said, I could make it nicer.’ 19
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このレベッカの積極的な提案に対して、ミス・マックスウェルは受け入れるだけでなく、素晴ら
しいプランだとほめる。教師が与えた課題に生徒レベッカは注文を付けている。それは生徒が作
文に積極的にとりくもうとする姿勢、すなわち能動的に授業に参加する姿勢である。その生徒の
声を教師が自然に認め、推奨している。生徒も教師もどちらも意欲的に授業に臨んでいる。申し
出る生徒には勇気が、受け入れる教師には寛大な心が求められる。両方の意見交換と歩み寄りは
教育の向上を導く。それによって生徒が多くを学び得るアクティブラーニングとなるのである。
アクティブラーニングは、その見方を広げれば、いつの時代でもどこの国（地域）にでも行わ
れている。バーネット（Frances Hodgson Burnett, 1849-1924）の『秘密の花園』The Secret
Garden（1911）ではメアリー（Mary）とコリン（Colin）は自ら園芸を行うことで、心身とも
に元気になる。これを能動的教育ととらえることは許されるのではないだろうか。ごく少数では
あるが、現在、園芸を授業に取り入れている高校も大学も（農業系ではなくても）ある。園芸や
農業の授業はどの角度から見てもアクティブラーニングと言えるだろう。また、バーネットの『小
公女』A Little Princess（1905）では、全寮制の学校の生徒であるセーラ（Sara Crewe）は物語
を創作しながら、皆に語ることで、想像力と創造力とプレゼンテーション力を自然に身に着けて
いく。逆境に陥ってからは、下級生である幼い生徒たちに教えることで自分の勉強を続けている。
ポータ （ーGene Stratton Porter, 1863-1924）の『リンバロストの乙女』（A Girl of the Limberlost,
1909）でもエルノラ（Elnora）は教師になる前から、子どもたちに植物や昆虫（生物）につい
て教えることで自分の学びとしている。このように古典的名作にはあちこちに自主的な学びがあ
る。年少の子どもを教えるという能動的学びの機会を与えられた生徒は大きく成長することが多
い。これもまた能動的教育である。
おわりに
今、我々は最先端の技術に囲まれ、機材なしでは能動的な授業はできないと思い込み、演習的
な授業を称賛の対象にする傾向が強くなっているように思われる。しかし、これまで取り上げて
きた作品はおそらくその当時（100年ほど前）の様子を、作者の経験をもとに、かなりリアルに
描いていることから、いつの時代でも、教師の意欲、生徒の教師に対する信頼、学校の支援、教
育委員会や保護者の理解があれば、生徒にとって一生忘れられない本当の意味での教育は可能な
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のだと言える。
学校教育に今ほど規制がなく、学習指導要領もない時代は、それぞれの教師の教授法に生徒は
振り回されてしまう傾向が大であったが、一方では教師は自由な発想に基づくユニークな授業が
できたのではないだろうか。さらに、今のような副教材がほとんどない時代であったため、教師
の力量がより強く求められたであろうが、その分、教師側も思い切ったことができたと思われる。
ある意味、昔の方が自由なアクティブラーニングが可能だったのかもしれない。
教わる側の人数と社会通念も教授法と多いに関係がある。義務教育が法律で課せられていなか
った時代は、すべての子どもが学校へ行っていたわけではない。また毎日通学しなければならな
かったわけではない（ローラ・インガルス・ワイルダーの作品でも農作業をする日は学校を休ん
でもよいことになっていた）。また大人や教師への従順さが強く要求されていて、子どもたちの
多くがそれを迷いもなく受け入れていたし、特殊な事情の生徒や登校しない生徒への配慮や追跡
はさほど求められなかったから、教師側も教えることに専念できたであろう。だが、その反面、
教師の独断と偏見で一方通行的な授業になる危険性も高かったことは否定できない。
時代が進むにつれ、人口が増え、進学率が上昇し、学校教育はさまざまな変化を遂げる。いわ
ゆるベビーブームの時代は教室に生徒があふれ、受験競争も激しかったから、能動的な授業の実
施はむずかしかったと想像できる。しかし、今また少子化の時代となり、学生数・生徒（学生）
数が減ってきている現代は、IT機器の進歩も伴って、アクティブラーニングが実施しやすい時
期に来ているのであろう。そのため、参考書や副教材や電子機材が世にあふれ、教える側も教わ
る側も使いこなすのが大変になってきている。しかし、本来は教師の独創性と柔軟な姿勢と生徒
（学生）指導の力が重要であり、生徒（学生）側は視野を広げ、多くのものを吸収しようという
積極的姿勢が大事なのではないか。つまり、時代や教育背景がどんなに変化しても、学校教育で
求められるのは双方の心のコミュニケーションである。上から目線で一方的に教えるのではない、
気に入らないものをただ拒否するのではない、お互いにお互いを認め合い、自分の知らない世界
に心を開き、自分にないものや欠けていると思うものを少しでも自分の中に取り入れようとする
気持ちが教師と生徒（学生）の両方にあって初めて、アクティブラーニングが生きてくるである。
カーペンター先生の授業を「やらせ」に過ぎない、先生の思い付きで生徒がやっているにすぎな
いと批判する人がいるかもしれない。しかし生徒は飛びつくように楽しく授業に参加している。
自分が歴史的人物を演じる場合、その人物になり切り、その気持ちや行動を理解するために、そ
の人物に関する事柄を自分で熱心に調べたに違いない、だからこそのめり込むように授業に参加
したのだろう。それを受け身というのなら、現代の学校（大学でさえ）におけるアクティブラー
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ニングも、教師が仕掛けて、教師の指導の下で実施されているにすぎないと言わざるを得ない。
100年前のカーペンター先生の授業も現代の授業もその根本は同じと言える。つまり片方がアク
ティブラーニングなら、もう片方もそうなのである。
《注》
1 河合塾編著『アクティブラーニングでなぜ学生が成長するのか』（東信堂、2011）p.5.
2 Ibid.
3 Ibid., p.6.
4 L. M. Montgomery, Emily of New Moon（London: Harrap Books, 1977）p.69.
以後、この作品からの引用は NWとページ数を文中に記す。
5 この作品が発刊されたのは1923年だが、作者の少女時代や教師時代が作品の舞台となって
いることから、19世紀末から20世紀初頭の頃を描いたものと考える。
6 河合塾編著『「深い学び」につながるアクティブラーニング』（東信堂、2013）p.6.
7 L. M. Montgomery, Emily Climbs（London: Harrap Books, 1979）pp.94-95.
以後、この作品からの引用は ECとページ数を文中に記す。
8 河合塾編著『「学び」の質を保証するアクティブラーニング』（東信堂、2014）pp.109-110.
9 Ibid., p.111.
10 Ibid., p.113.
11 Ibid., pp.115-118.
12 L. M. Montgomery, Anne of Avonlea（London, Puffin Books, 1979）p.78.
13 Ibid.
14 Ibid.
15 Ibid.
16 Kate Douglas Wiggin, Rebecca of Sunnybrook Farm（London, Puffin Books, 1994）p.182.
17 Ibid., p.183.
18 Ibid., pp.185-86.
19 Ibid., p.186.
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